
色
即
是
空

(
z
u
g
g苫
仲
間
)

原
意
考

村

上

由一ん

真

『
般
若
心
経
』
に
は
、
有
名
な
「
色
即
是
空
、
空
即
是
色
」

が
あ
る
。
そ
の
究
文
も
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。

の
文

し
か
し
、
そ

の
究
文
の
意
味
は
、

る
。
問
題
は
、

こ
れ
ま
で
よ
く
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

な
ぜ
門
口
問
福
岡
官

品口ロ山、知民同

で
は
な
く
て
、

同
戸
回
目
】
釦
召

品
ロ
ロ
山
、
何
回
仲
間
(
ま
た
は
音
色
ユ
宮
召
凹
副
首
ロ
ヨ

g)
な
の
か
、

と
い
う

こ
と
で
あ
る
o

b

口
ロ
ヨ
ヨ
で
は
な
く
て

で
あ
る
こ
と
、

品ロロ可凶作創

特
に
!
仲
間
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
説
明
し
た
研
究
は
い
ま
だ
管
見

に
入
ら
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
中
村
元
教
授
の
和
訳
で
は
「
物

質
的
現
象
に
は
実
体
が
な
い
云
々
」
(
岩
波
文
庫

『
般
若
心
経

金
剛
般

若
経
』
紀
野
一
義
と
共
訳
。
昭
和
三
五
年
刊
)
と
あ
り
、

こ
の
解
釈
は
広

く
行
わ
れ
て
い
る
。

右
は
「
色
は
空
で
あ
る
」
(
巴
宮
召

し
か
し
、

吉
田
宮
召
〉
の
敷
街
で
は
あ
っ
て
も
、
門
口
問
u

白
同
吋
阿
古
口
苫

-B
の
正
確
な

解
釈
で
は
な
い
し
、
日
仲
間
の
意
味
を
解
明
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
今
、
結
論
を
先
取
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
は
、
単
に
「
色
が
空
で

の
想
、
地
の
相
、
空
無
辺
処
想
、
な
い
し
非
想
非
非
想
処
、
最
後
に

無
相
の
心
三
味
に
よ
っ
て
思
念
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
い
ず
れ
の

膜
想
に
お
い
て
も
以
前
の
段
階
に
あ
う
た
想
(
表
象
)
は
否
定
さ
れ
て

空
で
あ
っ
て
な
い
が
、
当
該
の
膜
想
に
お
け
る
想
(
表
象
)
は
空
で
は

な
い
。
最
後
の
段
階
に
お
い
て
も
こ
の
身
に
よ
っ
て
は
想
は
空
で
は

な
い
と
い
う
。
そ
し
て
「
お
よ
そ
そ
こ
(
甲
)
に
或
る
も
の
(
乙
)
が
な

い
と
(
ヨ
ヨ
:
S
2
g
ロ
恒
吉
伸
む
、
甲
は
乙
〔
が
な
い
こ
と
】
に
よ
っ
て

空
で
あ
る

(
g
s
g召
Z
E仰
召
)
、
と
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
。
し
か

し
そ
こ
(
甲
)
に
或
る
も
の
(
丙
)
が
残
っ
て
い
る
と
、
そ
れ
(
丙
)
は
こ

こ
に
存
在
す
る
と
悟
る
」
と
い
う
文
が
繰
返
さ
れ
る
。
こ
の
文
は

後
の
職
伽
行
派
の
論
書
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
省
ミ
EZHHS-

S
&ミ
向
仏
・
町
出
、

d
・
4
司

o
m
F但
S
H
Y
A
P
-
-
Y
均白同誌
R
H
h
q

岡崎、両足早
b
h
N
h
h
H

~ ~ 
a‘ 旨司
』白1、、
白l 白，
;:.!. ;:! 
H 、J
." ::!-
~. $::i" 
"'" ... 語ふ 里担

白"・
官ミ
J 可
白色

言台
、証~
白 .. 
白色。4 a 
0' 
可0'。可
開

3H 
()q 
胆 L司

。岳
宅3 ロ

回
ト~ .... 

∞ ロ恥円
。- U 

右 23
の T
蚕 J

っ
て
い
る
も
の
」
に
つ
い
て
は
長
尾
雅
人
『
中
観
と
唯
識
』
五
回
二
i
五
六

O
頁
、
拙
著
『
イ
γ
ド
哲
学
概
論
』
一
五
O
i
一
五
一
頁
参
照
)
。

ぐ

う

か

ら

以
上
品
ロ
ロ
百
一
(
空
)
の
原
意
が
「
空
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
確

が
ら

認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
空
と
は
、
何
か
が
欠
如
し
て
い
る
空
な
の
で
あ

る。

1
2
と
い
う
接
尾
辞
守

zsl官
主
苫
苫
)
が
つ
い
た
吉
ロ
ヨ
E

(
吉
田
町
田
仲
間
〉
は
「
空
で
あ
る
こ
と
」
(
空
性
)
と
い
多
抽
象
名
調
で
あ

あ
る
」
の
で
は
な
く
て
、
「
色
は
、
〔
色
が
〕
空
で
あ
る
こ
と
(
色
の

空
性
)
で
あ
る
」
。
色
と
「
空
で
あ
る
こ
と
」
(
空
性
)
と
い
う
、
一
一
っ

と

1ζ

の
事
項
を
同
視
(
同
置
)
す
る
立
言
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
下
、
こ
の
結
論
に
い
た
る
過
程
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
た

い
。
ま
ず
空
の
意
味
か
ら
考
え
て
み
る
。
宮
口
苫
(
パ

1
9
2
B但
)

か
ら

は
、
邦
語
の
「
空
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
を
示
す
形
容
詞
で
あ
る
o

E
ロ
ヨ
i
諸
問
包
含

S
E
品同

E
空
屋
〉
と
い
う
語
が
あ
る
。
人
が

住
ん
で
い
な
い
家
の
こ
と
で
あ
る
。
人
が
い
な
い
か
ら
空
な
家
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
自
国
郡
山

lm問
自
白
(
空
村
)
と
い
う
例
も
あ
る
。
人
が

い
な
く
な
っ
た
村
の
こ
と
で
あ
る
。
形
容
詞
は
名
詞
と
し
て
も
用
い

か

ら

ぜ

ロ

ら
れ
る
。
「
空
な
も
の
」
で
あ
る
。
古
ロ
可
也
、
は
、
数
学
に
お
い
て
零

を
意
味
す
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
(
矢
野
道
雄
他
『
イ
ン
ド
天

文
学
・
数
学
集
』
科
学
の
名
著
l
、
一
九
八
O
年
、
朝
日
出
版
社
、
一
五

六
、
二
二
六
頁
)
。

原
始
仏
教
経
典
「
小
空
経
」
色
回
目

g
z
g但
S
I田三

F
ミ・園・

3
・
H
E

一-82一一

l
H
S
〉
は
、
「
空
で
あ
る
こ
と
」
(
空
性
)
を
膜
想
す
る
修
行
法
(
由
民
国
営
仲
間
l

i
z
p
空
性
住
)
を
説
い
て
い
る
。
ま
ず
「
空
で
あ
る
こ
と
」
と

は
、
仏
と
比
丘
た
ち
の
い
る
鹿
母
講
堂
は
、
象
や
牛
や
馬
や
金
・
銀

等
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
空
で
あ
る
が
、
比
丘
僧
団
に
よ
っ
て
は
空

で
は
な
い
、
と
い
う
比
輸
に
始
ま
り
、
空
性
の
修
行
法
と
し
て
、
森

る
。
何
ら
か
空
で
あ
る
も
の
(
た
と
え
ば
家
)
に
対
し
て
「
空
で
あ
る

こ
と
」
は
、
付
属
す
る
も
の

2
F
2
5巴
、
す
な
わ
ち
属
性
信

S
$
で

あ
る
。し
か
し
、
色
公

S
目
い
ろ
・
か
た
ち
)
は
、
ヴ
ァ
ィ
シ
ェ

1
シ
カ
(
艇

ろ
ん論
)
の
術
語
で
は
、
あ
る
も
の
(
実
体
)
の
官
官
で
あ
る
。
そ
の
体
系

で
は
属
性
が
さ
ら
に
属
性
を
有
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、

b
D
D
M
S
-
B

4

1

5

，
，
P
 

(
空
で
あ
る
こ
と
、
空
性
)
は
色
と
い
う
属
性
の
属
性
と
は
な
ら
な
い
。

シ
旦

1

ヌ

ヤ

h
p
I

色
が
基
体
(
実
体
)
で
あ
る
と
見
ら
れ
な
い
な
ら
ば
「
空
で
あ
る
こ
と
」

〆
ナ

は
、
色
が
属
し
て
い
る
基
体
(
実
体
)
の
属
性
で
あ
る
、
と
考
え
な
け

M
2
2
1
ヌ

ヤ

タ

1

グ

ナ

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
空
で
あ
る
こ
と
」
は
属
性
で

N
V

ユ
1
ヌ
ヤ

は
な
い
。
そ
こ
で
諸
の
空
な
る
も
の
ご
と
(
色
等
)
に
対
し
て
、

u
v
z
I

ヌ

ヤ

タ

1

「
空
で
あ
る
こ
と
」
は
、
一
般
に
「
空
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
を

意
味
し
て
い
る
と
考
え
る
。
す
る
と
そ
れ
は
そ
の
体
系
で
は
普
遍

(国間
B
E
3〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
仏
教
は
こ
の
よ
う
な
勝

論
の
体
系
に
従
っ
て
は
い
な
い
。
た
と
え
ば
『
倶
舎
論
』
巻
一
二

O
(『大

正
』
二
九
、
一
五
人
中
)
は
、
勝
論
が
念
(
記
憶
〉
を
徳
〈
田
町

ι〉
と
す

一-83ーー

る
の
を
却
け
て
、
『
別
体
有
る
は
皆
な
実
と
名
づ
く
』
門
田

2
5
B
2同

円四円ミヨ
B
(我
々
に
あ
っ
て
は
、
も
う
全
て
存
在
し
て

ロ0
4
日
仏
可
回

-B削ロ
mwHHM

い
る
も
の
が
実
体
で
あ
る
)
、
h
主
主
宮
、
さ
白
吉
宮
l
g
b
q
h
s
a
-
S
月・

阿川同色

Z
P
回以・ミ
mwH

〕
と
明
言
し
、
ま
た
ヤ
シ
ョ
I
ミ
ト
ラ
も
『
何
で



も
自
ら
の
特
相
(
自
相
)
を
も
っ
て
(
由

S
E
E
S開
g
g
存
在
し
て

い
る
も
の
が
、
実
体
で
あ
る
』
と
説
明
し
、
色
等
を
実
体
と
見
倣
し

て
い
る
(
句
、
恥
昔
、
号
、
h
b
a
h
S
一
弘
、
骨
晶
、
.
N
E

白E
h
s
h
E
h
H
F
H
h
刷
F
H
J
剛、
8
、也、話む、
a-

E
-
z
c・
4

『O
岡
山

F
R
P
司
・
三
寸
呂
)
。
こ
こ
に
色
は
実
体
で
あ
り
、

「
空
で
あ
る
こ
と
」
(
空
性
)
は
そ
の
属
性
と
解
さ
れ
よ
う
。
け
れ
ど

も
つ
ぎ
に
み
る
よ
う
に
、
空
で
あ
る
あ
る
こ
と
は
、
色
等
の
自
己
同

一
性
(
自
性
)
を
否
定
す
る
の
で
、
実
体
や
属
性
と
い
う
体
系
を
破
壊

す
る
こ
と
に
な
る
。

い
ま
、

「
色
は
空
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
を
究
文
で
示
す
と
、

ω

ω
H
P
U
B
3
bロ
ロ
苫
包
と
な
る
。

ω
は

円
一寸 巴l

舎3
t土問、
空日l
性言
主.9
でか弘、
る

と

ヵ:
あ
る
L 

「
色
の
空
性
」
と
も
訳

さ
れ
る
が
、
意
味
上
は

ωと
同
じ
こ
と
に
な
る

(ω
も

ωも
『
般
若
心

経
』
に
は
な
い
)
。
今
、
右
に
な
ら
っ
て

ω
B宮
恒
吉
ロ
ヨ

g
を
改

め
て
み
る
と
、
糾
包
℃

8
3
Zロ
ヨ
仲
良

g召
と
い
う
奇
異
な
文
と

な
る
の
で
あ
ろ
う
。

ωも
ま
た
奇
異
な
の
で
あ
る
。
色
と
同
置
さ
れ

M
V

品

i
ヌ
ヤ
タ

1

る
空
性
と
は
何
か
と
い
う
と
、
右
の

ωす
な
わ
ち
「
色
が
空
で
あ

る
こ
と
」
(
色
の
空
性
〉
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
直
前
に
は
、
「
五
癌

(
色
・
受
・
想
・
行
・
識
)
が
自
性
空
で
あ
る
(
由

S
F帥
S
l窓
口
可
巴
と
見

た
」
と
あ
る
。
自
性
空
と
は
、
「
自
性
(
本
性
)
〔
が
な
い
こ
と
〕
に
よ
っ

て
空
で
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
る
。
色
等
が
そ
の
自
性
を
有
L
な
い
こ

句
を
説
く
。
玄
奨
訳
で
は
右
の
初
二
句
を
欠
く
色
不
v
異
v
空、

不
v
異
v
色
、
色
即
是
空
、
空
即
是
色
の
二
対
四
句
を
説
く
。
な
ぜ
こ
の

同
置
が
可
能
な
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
般
若
心
経
』
が
も
と

づ
い
た
と
い
わ
れ
る
『
大
品
般
若
』
(
二
万
五
千
頚
般
若
)
を
介
し
て

考
え
る
と
、
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
都
3
料
ぴ
相
当
個
所
ハ
Z
-

U
E
t
w
a・、昌弘刷
na又逮旬、ミな也、芯旬、九』町民刷、『由、漁民刷、号、ミミ
H
R

叫噌
H
U同

Y
A
F
日i
A
B
〉

に
は
、
色
等
の
観
察
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

付
菩
薩
摩
詞
薩
は
、
色
が
受
に
合
う
ハ
由
回
目
当
胆
由
民
主
。
と
は

見
な
い
。
受
が
想
に
合
う
と
も
、
想
が
諸
行
に
合
う
と
も
、
諸

行
が
識
に
合
う
と
も
、
識
が
法
に
合
う
と
も
、
法
が
い
か
な
る

法
に
も
合
う
と
も
見
な
い
。
そ
れ
は
何
故
か
。
な
ぜ
な
ら
、

か
な
る
法
も
い
か
な
る
法
に
も
合
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
性

[
が
な
い
こ
と
〕
に
よ
っ
て
空
で
あ
る
こ
と
守

g
z
r
r
zミ胆仲間〉

に
よ
っ
て
で
あ
る
0

0
な
ぜ
な
ら
、
舎
利
弗
よ
。

の
空
性
)
は
、
色
で
は
な
い
〈
芯

Z
M
M
2
3
Eミ
凹

g
g
g品同国・

宮
B
〉
。
お
よ
そ
受
が
空
で
あ
る
こ
と
(
受
の
空
性
)
は
受
で
は
な

い
。
:
:
:
想
:
:
:
諸
行
:
:
:
識
が
空
で
あ
る
こ
と
(
識
の
空
性
)

は
識
で
は
な
い
。
伺
そ
れ
は
何
故
か
。
な
ぜ
な
ら
、
お
よ
そ
色
の

空
で
あ
る
こ
と
公

S
開
l
Z自
習

F
色
の
空
性
〉
は
変
壊
(
悩
壌
)
し

お
よ
そ
色
が
空
で
あ
る
こ
と
(
色

と
に
よ
っ
て
空
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
自
性
と
は
も
の
が
個
有

の
も
の
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
(
本
質
)
で
あ
り
、

性
で
あ
る
が
、
今
の
色
の
場
合
に
は
門
口
匂
白
雪
回
(
色
で
あ
る
こ
と
、

い
わ
ば
自
己
同
一

色
一
般
、
色
性
)
を
想
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
(
こ
れ
は
普
遍
で
あ
る
)
。

こ
の
自
性
(
自
己
同
一
性
)
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
が
、
空
で
あ
る
o

d

I

'

ト

グ

ア

一
般
に
「
色
で
あ
る
こ
と
」
(
色
性
)
が
な
け
れ
ば
(
H
空
で
あ
る
と
て

色
と
い
う
(
表
現
す
る
)
こ
と
が
出
来
な
い
。
色
が
色
と
し
て
存
立
し

て
い
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
『
般
若
経
』

v
a
I
ヌ
ヤ
タ
1

で
あ
る
と
こ
ろ
(
空
性
)
に
お
い
て
は
色
等
が
存
在
し
な
い
と
明
言

に
は
助
エ

す
る
の
で
あ
る
(
自
性
に
つ
い
て
は
ミ
ミ
と
S
S
E
l
E三
宮
戸

M-

一-84-

h
u
『

asき
』
守
向
札
恥
害

-NS1NE-
』『し豆、白骨芯

R
E
M
-
E
参
照
)
。

ル

1
パ

ジ

ュ

ー

ヌ

ヤ

タ

1

『
般
若
心
経
』
は
、
唐
突
に
色
と
空
性
と
の
同
置
を
種
々
に
説

く
。
す
な
わ
ち
究
本
で
は
小
本
で
も
大
本
で
も
『
色
は
空
で
あ
る
こ

と
(
空
性
)
で
あ
る
。
空
で
あ
る
こ
と
(
空
性
)
こ
そ
が
色
で
あ
る
。
色
と

は
空
で
あ
る
こ
と
(
空
性
)
が
別
で
は
な
い
。
空
で
あ
る
こ
と
(
空
性
)

と
は
色
が
別
で
は
な
い
。
お
よ
そ
色
で
あ
る
も
の
は
空
で
あ
る
こ
と

(
空
性
)
で
あ
る
。
お
よ
そ
空
で
あ
る
こ
と
(
空
性
)
と
い
う
の
は
、
色

で
あ
る
も
の
で
あ
る
公

ε胆
召
宮
口

3
F
Eロ
ヨ
芯
帽

S

Z
官
召
一

時
国
切
削
ロ
ロ
担
問
M

叫骨四回開
rhv
回ロ可胆
R

F

b
回目可胆仲削可間口開閉叫己回開問『回目】凹口一戸一可胆仏

つ
い

5
3召
Z

E口
百
件
剛
志
古
ロ
ヨ

g
g向
日
同
国
宮
召
)
と
い
う
一
二
一
対
の
六

空

な
い
(
口
同
門

8
3巴
「
ま
た
は
礁
げ
な
い
、
形
成
し
な
い
)
か
作
り
だ
。
お

よ
そ
受
の
空
で
あ
る
こ
と
(
空
性
)
は
感
受
し
な
い
。
お
よ
そ
想

の
空
で
あ
る
こ
と
(
空
性
)
は
表
象
し
な
い
。
お
よ
そ
〔
諸
〕
行
の

空
で
あ
る
こ
と
(
空
性
)
は
形
成
(
準
備
推
進
)
し
な
い
。
お
よ
そ

識
の
空
で
あ
る
こ
と
(
空
性
)
は
認
識
し
な
い
か
ら
だ
。
伺
そ
れ

は
何
故
か
。
な
ぜ
な
ら
舎
利
弗
よ
。
色
と
空
で
あ
る
こ
と
〈
空
性
)

は
異
な
ら
な
い
守
宮

3
a
B官
S
2
3
Zミ
巳
巴
か
ら
だ
。
空

で
あ
る
こ
と
(
空
性
)
は
色
と
は
異
な
ら
な
い
守
宮
可
副
首
ロ
ヨ

g

S
可
E

Z官
自
)
か
ら
だ
。
空
で
あ
る
こ
と
(
空
性
)
は
即
ち
色

で
あ
る
。
色
は
即
ち
空
で
あ
る
こ
と
(
空
性
)
で
あ
る

ー-85-
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相

a
g
Zロ
可
胆
件
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宮
口
可
己
創
ima〈但同国間》曲
E
H
H
H

ま
た
は
、

色
こ
そ
が
空
で

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
空
で
あ
る
こ
と
こ
そ
が
色
で
あ
る
)
。
(
下
略
)

右
の
帥
の
「
色
か
糾

L
u
r」
(
空
性
)
と
は
、
そ
の
前
に
繰
返
さ

れ
る
「
色
〔
等
〕
が
空
で
あ
る
こ
と
」
(
色
〔
等
〕
の
空
性
)
で
あ
る
。
だ

か
ら
右
の
要
旨
は
、
「
帥
色
〔
等
〕
が
空
で
あ
る
こ
と
(
色
〔
等
〕
の
空
性
)

は
倒
色
〔
等
〕
で
は
な
い
。
:
:
:
な
ぜ
な
ら
「

ω〔
色
等
が
〕
空
で
あ
る

こ
と
(
色
等
の
空
性
)
は
即
ち
脚
色
〔
等
〕
で
あ
る
」
だ
か
ら
だ
、
と
な

る
。
単
純
化
す
る
と
「

ωは
倒
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら

ωは
倒
だ
か

ら
」
と
な
る
。
こ
れ
は
矛
盾
的
な
立
言
で
あ
る
。

ωと
倒
と
の
相
違

を
前
提
に
し
な
が
ら
も
、
両
者
の
同
一
性
を
強
調
し
て
い
る
(
こ
こ



の
同
置
を
説
く
文
は
基
本
的
に
は
二
対
四
句
で
あ
っ
て
『
般
若
心
経
』
焚
文

の
三
対
六
句
の
最
後
の
二
句
を
欠
い
て
い
る
)
。
そ
し
て
す
べ
て
の
存
在

の
諸
要
素
(
法
)
を
空
性
(
日
空
で
あ
る
)
と
み
る
の
で
あ
る
。

『
般
若
心
経
』
は
『
大
口
問
般
若
』
の
右
の
趣
旨
を
継
承
し
て
整
理
し

て
い
る
が
、
特
に
そ
の
党
本
は
、
帥
色
〔
等
〕
と
倒
色
〔
等
〕
が
空
で
あ

る
こ
と
(
色
〔
等
〕
の
空
性
)
と
の
同
置
の
文
を
増
広
し
て
強
調
し

た
。
こ
の
よ
う
な
同
置
が
ど
う
し
て
可
能
な
の
か
。
経
文
自
体
か
ら

は
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
異
な
る
(
た
だ
し
僅
か
で
も
共
通
性
が
考
え

ら
れ
る
)
二
つ
の
も
の
を
同
置
(
問
視
)
す
る
思
考
法
が
、
古
く
ブ
ラ

l
フ
マ
ナ
や
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
祭
式
の
過
程
を

人
生
に
喰
え
、
両
者
の
問
視
の
も
と
に
祭
式
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ

て
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
自
己
の
本
体
(
魂
)
と
宇

宙
の
本
源
と
の
同
一
性
を
説
く
(
「
汝
は
そ
れ
な
か
」
、
党
我
一
如
等
)
。

そ
の
よ
う
な
思
考
法
を
般
若
経
類
も
共
通
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
、
と
考
え
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

〈
付
記
〉
空
思
想
全
般
に
つ
い
て
は
『
イ
ン
ド
哲
学
概
論
』
(
平
楽
寺

書
広
、
一
九
九
一
年
)
第
一
章
第
六
節
3
に
略
述
し
た
。
ま
た
「
般
若

経
類
の
空
思
想
と
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
」
(
真
野
龍
海
博
士
頚
寿
記
念
論
文

集
所
収
)
で
は
、
も
っ
と
詳
述
し
た
。
本
稿
は
そ
の
要
旨
を
含
む
が
構

想
と
論
点
を
新
た
に
深
め
た
。

る
社
会
の
変
革
を
求
め
る
点
で
、
両
者
は
相
通
じ
る
特
徴
を
持
つ
。

こ
の
ふ
た
つ
の
思
想
運
動
は
、
組
織
化
・
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
な

く
終
わ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ふ
た
つ
の
思
想
運
動
は
、
浄
土
宗

の
中
で
、
山
崎
弁
栄
の
「
光
明
主
義
」
と
渡
辺
海
担
や
椎
尾
弁
匡
、

矢
吹
慶
輝
ら
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
浄
土
宗
社
会
派
」
に
受
け
継
が

れ
た
。
「
社
会
派
」
は
、
浄
土
教
は
単
に
個
人
の
解
脱
を
目
指
す
の

で
は
な
く
、
広
く
社
会
的
に
解
脱
し
真
の
共
生
を
完
遂
す
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
社
会
救
済
活
動
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
一

方
の
「
光
明
主
義
」
は
、
念
仏
三
昧
に
よ
る
阿
弥
陀
如
来
と
の
合
一

を
目
指
し
た
。
こ
れ
ら
の
運
動
は
、
宗
派
内
に
お
け
る
信
仰
覚
醒
運

動
と
し
て
組
織
化
さ
れ
持
続
す
る
宗
教
運
動
と
な
っ
た
。

個
人
的
体
験
主
義
を
強
く
打
ち
出
す
「
光
明
主
義
」
の
影
響
を
強

く
受
け
た
運
動
に
一
・
味
会
が
あ
る
。
一
味
会
は
、
土
屋
観
道
の
主
唱

す
る
真
生
同
盟
に
携
わ
っ
て
い
た
中
野
善
英
(
号
、
刻
子
)
に
よ
っ

て
、
大
正
一
五
年
初
頭
に
創
始
さ
れ
た
運
動
で
あ
る
。
そ
の
目
的

は
、
天
地
大
宇
宙
の
い
の
ち
の
根
源
(
阿
弥
陀
如
来
)
に
向
か
っ
て
帰

依
、
畏
敬
し
、
そ
れ
を
宗
教
即
生
活
に
高
め
、
人
間
生
活
を
そ
の
使

命
遂
行
の
た
め
に
生
か
し
、
社
会
発
展
に
寄
与
す
る
霊
的
存
在
と
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
実
践
行
と
し
て
は
、
念
仏
を
中
心
に
と
ら
え

て
い
る
。
特
に
念
仏
の
称
え
方
に
、
こ
の
会
の
独
自
性
が
色
濃
く
表

浄
土
宗
の
信
仰
覚
醒
運
動

ー
一
味
会
の
場
合
|

武

道

生

田

近
代
に
お
け
る
浄
土
教
の
信
仰
覚
醒
運
動
の
歴
史
的
展
開
と
そ
の

特
徴
を
二
方
向
に
分
析
し
た
の
は
田
丸
徳
善
で
ふ
記
。
こ
こ
で
彼
が

い
う
〈
思
想
運
動
〉
と
は
、
筆
者
が
用
い
る
八
信
仰
覚
醒
運
動
〉
と

同
義
と
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
大
き
く
は
、
明
治
三

0
年

代
か
ら
既
成
仏
教
教
団
へ
の
激
し
い
批
判
を
も
っ
て
起
こ
っ
た
ふ
た

つ
の
対
照
的
な
運
動
を
そ
の
起
源
と
す
る
。
ひ
と
つ
は
、
浄
土
真
宗

大
谷
派
の
清
沢
満
之
の
提
唱
し
た
「
精
神
主
義
」
で
、
近
代
信
仰
の

樹
立
を
目
指
し
、
個
人
的
・
内
面
的
世
界
の
深
化
と
い
う
方
向
を
辿

る
。
も
う
一
方
は
、
浄
土
宗
の
渡
辺
海
旭
や
在
家
仏
教
者
が
中
心
と

な
っ
て
起
こ
し
た
「
新
仏
教
徒
同
志
会
」
で
、
旧
仏
教
が
真
の
信
仰

を
失
っ
て
形
式
的
・
迷
信
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
一
切
の

迷
信
を
根
絶
し
、
従
来
の
宗
教
的
制
度
や
儀
式
を
否
定
し
仏
教
の
健

全
な
信
仰
に
よ
っ
て
社
会
を
根
本
的
に
改
革
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
。
こ
う
し
て
強
調
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
個
人
の
宗
教
的
改
善
に
よ
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れ
て
い
る
。

大
正
一

O
年
、
土
屋
観
道
が
神
田
駿
河
台
に
説
教
所
「
光
明
会
館
」

を
設
立
す
る
と
、
そ
の
運
動
思
想
に
共
鳴
し
た
中
野
は
、
講
演
会
や

座
談
会
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
校
、
愛
の
園
、
自
由
倶
楽
部
の
運
営
に

尽
力
し
た
。
翌
年
二
月
、
創
刊
し
た
月
刊
機
関
誌
『
真
生
』
の
編
集

と
担
当
頁
の
執
筆
は
、
昭
和
三

0
年
代
に
観
道
の
法
嗣
光
道
が
代
っ

て
担
当
す
る
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

真
生
同
盟
の
活
動
の
一
方
で
、
さ
ら
に
自
己
の
伝
道
の
熱
意
の
止

ま
ぬ
中
野
は
、
大
正
一
四
年
一
一
月
、
愛
知
県
津
島
の
西
光
寺
を
本

部
道
場
と
し
て
、
一
味
会
を
創
設
し
、
月
刊
機
関
誌
『
一
味
』
を
創

刊
し
た
。
こ
こ
に
、
四

O
年
以
上
に
も
及
ぶ
真
生
同
盟
と
二
重
構
造

を
持
っ
た
、
し
か
し
独
自
性
の
強
い
一
味
会
運
動
が
開
始
さ
れ
た
。

中
野
の
活
動
は
、
全
国
の
各
宗
派
寺
院
や
個
人
宅
、
工
場
な
ど
で
の

布
教
活
動
が
中
心
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
各
地
拠
点
で
の
別
時
念
仏

道
場
や
、
「
念
仏
廻
状
」
と
い
う
各
地
信
者
の
組
織
化
を
図
っ
た
。

ま
た
掲
示
や
自
作
の
法
語
と
カ
ッ
ト
の
入
っ
た
自
作
葉
書
の
頒
布
な

ど
の
文
書
伝
道
や
教
え
を
簡
潔
に
表
し
た
図
表
を
大
量
に
作
成
す
る

一一 87一一

な
ど

ア
イ
デ
ア
豊
か
な
さ
ま
ざ
ま
な
伝
道
の
形
式
を
考
案
し
、
独

自
の
伝
道
を
展
開
し
た
。

昭
和
四
一
年
四
月
、
中
野
は
六
八
歳
で
正
念
往
生
を
遂
げ
た
。
そ
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